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江田島市地域経済動向調査（令和８年２月） 

■全国の景況 

 

◇月例経済報告（令和７年１２月号より） 

  『景気は、米国の通商政策による影響が自動車産業を中心にみられるものの、緩やかに回復して 

いる。』 

 

 ・個人消費は、持ち直しの動きがみられる。 

 ・設備投資は、緩やかに持ち直している。 

 ・住宅建設は、弱含んでいる。 

 ・公共投資は、底堅く推移している。 

 ・輸出は、おおむね横ばいとなっている。輸入は、おおむね横ばいとなっている。貿易・サービス収支は、 

赤字となっている。 

・生産は、、横ばいとなっている。 

 ・企業収益は、米国の通商政策による影響が自動車産業を中心にみられる中で、改善に足踏みがみられる。 

企業の業況判断は、おおむね横ばいとなっている。倒産件数は、増加がみられる。 

・雇用情勢は、改善の動きがみられる。 

 ・国内企業物価は、このところ緩やかに上昇している。消費者物価は、上昇している。 

  

  『先行きについては、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えることが期待される

が、米国の通商政策の影響による景気の下振れリスクには留意が必要である。加えて、物価上昇の継続 

が個人消費に及ぼす影響なども、我が国の景気を下押しするリスクとなっている。また、金融資本市場 

の変動等の影響に引き続き注意する必要がある。』 

  

◇中小企業景況調査（２０２５年１０～１２月より） 

  『中小企業の業況判断ＤＩは、２期ぶりに低下した。』 

          

 ・２０２５年１０－１２月期の全産業の業況判断ＤＩ（「好転」－「悪化」）は、▲15.1（前期▲13.7、 

前期差1.4ポイント減）となり、２期ぶりにマイナス幅が拡大した。  

・製造業の業況判断ＤＩは、▲15.7（前期▲14.2、前期差1.5ポイント減）となり、２期ぶりに 

マイナス幅が拡大した。 

 ・非製造業の業況判断ＤＩは、▲14.9（前期▲13.5、前期差1.4ポイント減）と低下し、２期ぶりに 

マイナス幅が拡大した。 

 

       図表１ 中小企業の業況判断ＤＩの推移（2025年10月～12月期） 
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 ・地域別の業況判断ＤＩ（全産業）は、北海道でマイナス幅が縮小し、中国で横ばい、九州・沖縄、東北、 

関東、近畿、中部、四国でマイナス幅が拡大した。 

 

          図表２ 中小企業の地域別業況判断ＤＩの推移（全産業） 

              （2022年10月－12月期～2025年10月－12月期） 
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■広島県の景況 

 

◇広島県内経済情勢報告（令和８年１月） 

 

 『県内経済は、一部に弱さがみられるものの、緩やかに回復しつつある』 

 

 ・個人消費：「一部に弱さがみられるものの、緩やかに回復しつつある」 

          業態別にみると、ホームセンター販売は、南海トラフ地震臨時情報による防災用品需要の反

動減などから、前年を下回っている。スーパー販売は、時短志向の継続などから冷凍食品や弁

当などが好調で、前年を上回っている。家電大型専門店販売は、OS サポート終了に伴う買い替

え需要によりパソコンなどが好調で、前年を上回っている。ドラッグストア販売は、大容量化

による割安感から衣料用洗剤などが好調で、前年を上回っている。乗用車販売（新車登録・届

出台数）は、新車価格の値上がりによる買い替えサイクルの長期化などから、前年を下回って

いる。このように、個人消費は、一部に弱さがみられるものの、緩やかに回復しつつある。  

  ・生産活動：「横ばいの状況にある」 

         一般機械は、海外向けで需要が堅調であることなどから、増加している。輸送機械は、海外

向けで一部車種の需要が堅調であることなどから、増加している。電気機械は、EV 向けなどの

需要が低調であることなどから、減少している。プラスチック製品は、スマートフォン向けの

需要が伸び悩んでいることなどから、減少している。鉄鋼は、建材向けの需要が低調であるこ

となどから、減少している。このように、生産活動は、横ばいの状況にある。 

・雇用情勢：「緩やかに改善しつつある」 

         有効求人倍率は、緩やかに低下しているほか、新規求人数は、前年を下回っている。一方、

法人企業景気予測調査（7年10-12月期）の従業員数判断 BSIでみると、製造業・非製造業い

ずれにおいても前期に比べて「不足気味」超幅は拡大しており、人手不足を背景に企業の採用

意欲が高い状況にある。このように、雇用情勢は、緩やかに改善しつつある。  

 ・設備投資：「７年度は前年度を上回る見込み」 

        ○ 製造業では、「食料品」などで減少するものの、「自動車」、「その他製造」などで増加する

ことから、全体では前年度を上回る見込みとなっている。 

○ 非製造業では、「金融・保険」などで増加するものの、「電気・ガス・水道」、「運輸・郵

便」などで減少することから、全体では前年度を下回る見込みとなっている。  

 ・企業収益：「７年度は減益見込み」 

        ○ 製造業では、「その他製造」、「化学」などで増益となるものの、「自動車」、「生産用機械」

などで減益となることから、全体では減益見込みとなっている。 

○ 非製造業（除く「電気・ガス・水道」、「金融・保険」）では、「建設」、「不動産」などで増

益となるものの、「情報通信」、「宿泊・飲食サービス」などで減益となることから、全体で

は減益見込みとなっている。 

 ・企業の景況感：「「『上昇』と『下降』が拮抗している」 

           企業の景況判断BSIは、「上昇」と「下降」が拮抗している。なお、先行きは「上昇」超

となる見通しとなっている。 

 ・住宅建設：「前年を下回る」 

          新設住宅着工戸数でみると、貸家が増加しているものの、持家、分譲住宅などが減少してい

ることから、前年を下回っている。 

・輸  出：「前年を上回る」 

           輸出（円ベース）は、鉄鋼が減少しているものの、自動車、船舶などが増加していることか

ら、前年を上回っている。地域別では、アフリカで減少しているものの、アジア、西欧などで

増加している。  

なお、輸入（円ベース）は、鉄鉱石、石炭などが減少していることから、前年を下回ってい

る。地域別では中南米、大洋州などで減少している。 
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                 図表３ 広島県の主要経済指標 
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■江田島市の景況 

 

◇中小企業景況調査（令和７年１２月） 

 

 『江田島市の景況は全国及び広島県の情勢を大きく下回っていると思われる。』 

 

 中小企業景況調査より、令和７年１０月～１２月の景況判断状況は次のとおりである。 

 

  ・令和７年１０月～１２月期の広島県の全産業の業況判断ＤＩは▲１７.８であり、全国と比較して、 

   ２.７ポイント低くなっている。 

  ・江田島市の数値は１５社分の集計結果であり、参考値としてみていただきたいが、業況判断ＤＩは 

▲４６.７であり、全国値・広島県値より大幅に低い値となっている。 

   

                  図表４ 景況判断状況（全産業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・江田島市１５社分の現在の景況感、設備投資状況は次のとおりである。 

    

        図表５ 現在の景況感            図表６ 2025年10月～12月の設備投資 
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  ・中小企業景況調査では、全国で１８,８３８企業、江田島市商工会では１５社が対象となっている。   

  ・江田島市商工会調査においては、製造業では「原材料価格の上昇」が、建設業では「大企業の進出に 

よる競争の激化」が、小売業では「仕入単価の上昇」が、サービス業では「人件費以外の経費の増加」

が、経営上の問題点の第１位となっている。 

 

                   図表７ 経営上の問題点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇保証月報（広島県信用保証協会月報） 

 

 江田島市内事業所の金融保証承諾及び保証債務残高の状況は次のとおりである。 

 

 ・令和７年１２月末時点の江田島市内中小企業の保証承諾件数は４４件、金額は６２５百万円であり、 

前年同月比で増加している。 

 ・令和７年１２月末時点の江田島市内中小企業の保証債務残高件数は３６６件、金額は３,３７４百万円で 

  あり、前年同月比で減少している。 

 

                 図表８ 保証状況（江田島市・広島県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 以 上 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

江田島市 39 370 395 3,655 44 625 366 3,374

広島県 10,036 129,170 69,931 724,350 8,905 110,441 67,761 680,621

2024年12月 2025年12月

保証承諾 保証債務残高 保証承諾 保証債務残高


